




キ ー ワ ー ド
年 少 者 日本 語 教 育 ・学 習言 語 ・定 住 型児 童 ・書 くカ ・課 題 ノー ト
1.は じ め に
「出入国管理および難民認定法」が改正 されて約10年 が経過 し・1・、外国人児童 ・生徒の
増加 と滞在の長期化に伴い、年少者の日本語教育は、学校での学習活動に参加できない子
どもの増加 という問題に直面 している・ この問題は、西原(1996)が 、「かれらの言語習
得上の問題点が 日常言語の流暢さの陰に隠れて見えに くくなっている。」と指摘する通 り、
児童 ・生徒たちの 日本語習得の問題 というよりは、児童 ・生徒たちの学習に関する能力の
問題 として捉えられることが多い。
特 に小学校の低学年で来 日した児童について佐藤(2001)は 、「母語による抽象的、論
理的思考が困難であり、このような子 どもたちには、日本語指導を徹底 し、日本語により
抽象的、論理的思考を可能にした方がよいのではないかとの指摘 もあるが、現状では、日
本語指導 を徹底で きず、学年の上昇 とともに 「低学力」というレッテルがはられてしまい、
きわめて中途半端 な状態におかれている。」 と述べている。






断され、母語、日本語 とも十分に発達 しない減算的バイリンガルになる確率が高 くなると
考えられる。
このような現状 に対処してい くためには、学校での学習活動に参加するための力 〔学ぶ
力)を 育成する日本語教育について考えていく必要がある。「学ぶ力」の育成を図るため
には、学校という社会的文脈に埋め込まれた言語能力、すなわち、在籍学級での授業を理













的な産出'5活動が行われる。そ して、その活動を通 して、内容(学 習)と 日本語教育の統








「読み」・「書き」能力を身につけ させることが重要であると述べている。 しか し、このよ
うな指摘があるにもかかわらず、「外国につながる児童」の 「読み」・「書 き」(リ テラシー)






2.研 究 方 法
「定 住 型 児 童 」 の 学 習 の 現状 を把 握 す る た め 、2002年6月 ～2003年5月 まで 、横 浜 市 立
A小 学 校(以 下A小)で フ ィー ル ドワー ク を行 っ た 。 観 察 対 象 は 、 国 際 教 室 に 通 級 して
い る3年 生 児 童7名 と した 。 国 際 教 室 の 取 り出 し指 導 旨・で は 、積 極 的 な参 与 者 と して学 習
支 援 を行 い な が ら参 与 観 察 を行 い 、 デ ー タ を収 集 した。 ま た 、 「書 く力 」 を育 成 す る試 み
と して 実 施 した 「課 題 ノ ー ト」 に 書 か れ た作 文 の 分 析 を行 っ た。 観 察 回数 は、3年1組
(3名 〉 が23回 、3年2組(4名)が24回 で あ る。 更 に 、観 察対 象 児 童 や 児 童 に関 係 す る
先 生 方 に イ ン タ ビ ュー を行 い 、 そ れ らの デ ー タを含 め て 、 質 的 分析 を試 み た 。 「課 題 ノ ー
ト」 につ いて の詳 細 は、4.1で 述 べ る こ と とす る。
3年 生 を観 察 対 象 と して 選 ん だ 理 由 は 、 学 習 内 容 の 抽 象 度 が 進 む 高 学 年 に入 る前 の 段 階
一'
「定住型 児童」 に対す る 日本語教育
で 、 母 語 が 確 立 して い な い 「臨 界 期 」lq'(8～9歳)に あ り、 「書 く力 」 の 育 成 に 重 要 な時
期 で あ る と考 え た ため で あ る。
2.1A小 の 現 状
「外 国 に つ な が る 児童 」 が 多 く在 籍 す るA小 で は 、在 籍 ク ラ スの 授 業 だ け で 学 習 を進 め
て い くこ とが難 しい 「外 国 につ な が る児 童 」 の学 習 を支 援 す るた め 、 日本 生 まれ や 小 学校
入学 以前 に 来 日 した児 童 に も、教 科 の補 習 とい う形 で 、継 続 した取 り出 し指 導 が 行 わ れ て
い る 。
A小 に 在 籍 す る 「外 国 につ な が る児 童 」 は53名(全 校 生 徒 数211名 中25.1%)で 、
関係 す る 国 は 、ベ トナ ム ・中国 ・カ ンボ ジア ・ペ ル ー ・ラオ ス の順 に5力 国 にわ た って お
り(日 本 国籍 を取 得 した児 童 は15名)、 そ の ほ と ん どが 、定 住 予 定 で あ る(グ ラ フ1・ グ
ラ フ2〉 。 日本 生 ま れの 児 童 が39名 、5年 以 上 滞 在 して い る児 童 が8名 と、 全 体 の88.7%
を 占 め て お り(グ ラ フ3)、 日本 生 まれ の児 童 の 多 くは 、 日本 の 保 育 園 や 幼 稚 園 に通 園 し
た 経 験 が あ る 。 ま た 、 国 際 教 室 で 取 り出 し指 導 を 受 け て い る児 童 が47名 で 、 全 体 の

































A小 の 「外国につながる児童」の特徴 として、日本生まれが多 く、定住予定であ り、約
9割 が取 り出し指導を受けているとい うことが挙げられる。更に、家庭で使用 している言
語と、学校で使用している言語が異なっている児童が多く、ほとんどの児童が二重言語生
活を行っていることも特徴である。
2.2観 察 対 象 児童
国 際教 室 に通 級 してい る3年 生 児 童7名 の背 景 は 、表1の 通 りで あ る 。
表1観 察対 象児竜の背隈
児童名 V MS MNlL RlE N
性別 男 女 男1り} 男1女 女
滞在年 5-9年 1、3年 8-9年Fg一 麻 8-9年15-9fl二 8-9{1乙
家庭内言諾 ベ トナム諸 日本語 ベ トナム副 ペ トナム語 中[痛 隊 トナム語 ペ トナム語
国籍 ベ トナム ベ ル ー
「
べ トナム1嚇 払 肺1ペ ト払 ペ トナム
クラス 3年1組3年z絹
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滞 在 年 の一 番 短 いMSは 、学 齢 で 、小 学 校1年 生 の2月 に 来 日 した。 しか し、来 日時 に 、
日本語 が 全 く話 せ なか った た め 、 学 年 を1つ 繰 り下 げ て 、翌4月 、 小 学 校1年 生 と してA
小 に入 学 した。 他 の6名 は 、 日本 生 まれ で 、 学 齢 通 りで あ る。
MNとLは 兄 弟 で 、2名 と も 日本 生 まれ で あ るが 、小 学校 に 入学 す る まで 家 庭 にい た た
め 、小 学 校 入 学 時 に 日本 語 が 全 く話 せ な か っ た 。 また 、2名 と も2年 生 の2学 期 の 間(約
3ヶ 月 間)、 家 族 の 都 合 で ベ トナ ム に帰 同 して お り、 そ の 間 は ・ 現 地 の小 学 校 に 通 学 し て
い た 。
以 上 の よ う に、 児 童 に よっ て背 景 は異 な るが 、3年 生 の2学 期 時 点 で は 、MS・MN・
Lも 含 め て 、7名 と も 日常 生 活 に関 す る 日本 語 に問 題 は見 られ な か っ た・ ま た 、7名 と も
そ れ ぞ れ の母 語 で 、 「話 す」・「聞 く」 こ と は多 少 で き るが 、 「読 む」・「書 く」 は ほ とん どで
き ない 状 況 だ った 。
3.「定住型児童」の学習の現状
本稿では、観察対象児童7名 のうち、LとR、2名 の国際教室での学習の状況を取 り上
げる。
【L・男 子 ・ベ トナ ム】
Lは 、教 科 書 を読 む際 、漢 字 で つ まず くこ とが 多 く、自分 の 力 だ け で全 て を読 む こ とは、
困 難 な状 況 だ った 。 また 、文 字 を書 く際 、 しば しば 次 に書 く文 字 や 単 語 を声 に出 して 書 い
て い る様 子 が 観 察 され た 。(囲 み 内 は 、授 業 の 記 録)
・Lは 、 「せ つ 明 書 をつ くろ う」 を小 声 で飛 ば し飛 ば し音 読 す る。
2002/12113(金)4時 間 目 授 業 内 容=「 せ つ 明 書 を つ くろ う」
・作文 を す る際 、一 文 字 ず つ か、単 語 ご と に声 に 出 しな が ら書 く。
2002!11118(月)2時 間 目 授 業 内 容:「 動 物 と く らす」
作文を書 く際も、漢字の不足以外に書字力が十分でないことや、作文形式に関する知識
の不足など、様々な問題が観察された。
・Lは 、作 文 の下 書 き を書 き進 め る際 、 い ちい ち確 認 しな が ら書 き進 め る。
・促 音 を き ち ん と書 け な い 、書 く位 置 を確 認 して くる 。(「行 た っ ら」(行 っ た ら)、 「と 、言 い ま し
た」 に 小 さい 「っ 」 は 必要 か ～とい う質 問 あ リ、 「ま てる 」(待 って る))
・漢 字 で書 け る字 をひ らが な で書 く。
・声 に 出 した こ と ば を文 字 に す る際 、字 が 抜 け る 。(「歩 い く と」(歩 い て い く と)、 「い ま した 」
(言 い ま した))
・濁 点 を忘 れ る。(「ね き し」(ね ぎ し)=お 話 の 主 人 公 の 名 前)
・作 文 の 計 画 書 をも と に 、作 文 の下 書 き を す る 際 、 文 末 表現 の統 一 が とれ な い 。(「ね て た」(ね て
い ま した)、 「走 って 逃 げ る」(逃 げ ま した))
・会 話 部 分 に 「」 を書 かな い 。
・計 画 書 に あ る気 持 ちの 部 分 は飛 ば して書 く。
・行 を変 え る か とい う質 問 力∫数 回 あ りゅ
2003〆2/7(金 〕4時 間 目 授 業 内 容=「 たか ら物 を さが しに」
他 に 、20D2111!18、2003/2/18に も同様 の 記録 が あ る 。 ま た 、2003/4の 「友 だ ち っ て い い な 」 の作 文




・Lの 発 言 は、 「(そ ん な 人 は)い ね 一 よ。∫、 「(作業 が 一 番遅 い こ と を指 摘 さ れ)オ レ だ よ訂 、 「カ
ッ コ例 って 何?」 、 「何 フ」、 「何 を7」 、 「わ か ん ね 一 よ っ。」、 「意 味 ね 一 じ ゃ ん。」 等 が 大 半 を占
め て い る 。
2002111!25(月)2時 間 目 授 業 内 容:「 パ ン フ レ ッ トをつ くろ う」
他 に 、2002!11!29、12〆2、12113、12!16、2003!凹 、2!1D、3/10も 同様 の 記録 が あ る。
・Lは 、漢 字 の問 題 も文 章 題 も ほ とん ど一 人 で解 く こ とが で きず 、S先 生 に 、「L、 国語 ダ メ だ よ。」
と言 わ れ、 「ダ メ だ も ん。」 と答 え る。 その 後 、 「調 子 悪 り一 。」 と言 う。(S先 生 は 、 国 際 教 室 担
当教 諭)
2003/3!10(月 〉2時 間 目 授 業 内 容:学 期 末 の テ ス トと 、漢 字 の テ ス ト
しか し、Lは 、絵 が 上 手 く、図 工 な どに 関 して は ク ラ ス で も一 目置 か れ る存 在 で あ った 、
そ して、 本 人 も、 そ れ に とて も自信 を持 って い る様 子 が 観 察 され た 。 国語 の授 業 中 に も標
識 を描 い た り、 挿 絵 を描 い た りす る こ とが 度 々あ った が 、絵 を描 く際 は 、 集 中 し、 とて も
丁 寧 に仕 上 げ て い た 。 また 、絵 が描 き上 が る と成 果 物 を見せ に 来 て'、そ れ に つ い て 褒め る
と、 とて も嬉 しそ うに す る様 子 が 観 察 され た 。
Lの 場 合 、絵 を描 くこ とな ど、 自信 の あ る こ と に関 係 した 学 習 に関 して は、 集 中 して 取
組 む様 子 が 観 察 され た 。 しか し、書 字 力 の 不 足 や 漢 字 の不 足 な どか ら、 そ れ以 外 の 学 習 に
は なか なか 集 中 で きな い状 況で あ っ た。
【R・ 男 子 ・中 国 】
Rは 、 保 護者 の教 育方 針 に よ り、家 庭 学 習 で 、国 語 の 教 科 書 を丸 暗 記 す る こ と と、 漢 字
な ど を きれ い に書 き写 す こ と(書 写 〉 を行 っ て い た。 また 、R本 人 の 話 に よる と、小 学 校
入 学 以 前 に 両 親 か ら小 学 校5年 生 レベ ル く らい ま で の 算 数 を教 わ っ て い る との こ とだ っ
たD
Rは 、 家 庭学 習 の効 果 もあ っ て 、授 業 中 に行 われ る音 読 や 、 漢 字 の 書 き取 りな どは 、 速
く確 実 に 行 うこ とが で きて お り、 テ ス トな ど も自分 で考 えて 、 解 くこ とが で きて い た 。 そ
の た め 、取 り出 し指 導 の時 間 中 、 他 の児 童 の進 度が 遅 い と き は待 た され る こ とが 多 く、授
業 に 退屈 して い る場 面 が 観 察 され た 。
しか し、作 文 に は時 問が か か り、 な か な か作 文 に集 中で き ない 様 子 が 観 察 され た 。 国際
教室 の担 当教 諭 は イ ン タ ビュ ーで 、 「Rは 、2年 生 まで 、先 生 が1対1で つ い て 、書 くこ と
を引 き 出 しな が らで な けれ ば 、 作 文 で き な か っ た。」 と話 され て いた 。
・HY先 生 が 見 本 で 見 せ た 標 識 か ら作 文 に書 く もの を選 ん だ よ うで 、 「止 ま れ」 の 標 識 を ど こ で見
る の か とい う こ とに つ い て書 く こ とが で きな い 。Eが 「道 路 じ ゃな い の 対 と言 う と、 「わ か ん
ね 一 、 どこ 、何 々 県?」 と こ だ わ る。
(HY先 生 はR(3年2組)の 担 任 教 諭 〉
200312/18(火 〉2時 間 目 授 業 内 容:「 標 識 と言 葉 」
作 文 に関 して は 、「～ てす」 な ど と濁 音 が書 か れ て い ない こ とや 、「そ して」が 「そ しで 」
に な っ て い る こ と、 「車 が 」 の とこ ろが 「車 か 」 にな って い る こ と な どが 観 察 され た・ し
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か し、 同 様 の 表 記 が 頻 出 して い るの で は な く、 正 し く書 け て い る こ と もあ った 。 また 、 中
国 語 を家 庭 内 言 語 と しな い 国際 教 室 通 級 児 童 や そ れ 以外 の 日本 人 児 童 に も、 類 似 した 問違
い が 見 受 け られ た ため 、Rの 場 合 の誤 表記 は 、 母語 の影 響 なの か とい う と こ ろ まで は確 認
で きなか っ た。
Rの 話 は、 話 題 が よ く変 わ り、 話 の 内 容 に掴 み所 が な い印 象 を受 け た。 また 、 授 業 中 や
イ ン タ ビュ ー 中 も、Rが 話 して い る 内 容 を確 認 す る た め に 、何 度 か 聞 き返 しをす る必 要 が
あ っ た。 コ ミュニ ケ ー シ ョンに支 障 を きたす とい う程 度 で は な いが 、 イ ン タ ビ ュー を文字
化 した もの か ら、 助 詞 な どの 問違 いが 多 く観 察 され た.
(以 前 、中 国 へ 行 っ た と き、Rの 母 かSE(Rの 弟)が 、 日本 へ帰 る た め の 飛 行 機 の 切 符 を失 く し










うん。SEが ね 、何 か切 符 がな く したの 。
え?
お母 さんの せ い で。
え 一7
お 母 さん 、 な く したの 。
うん 、 じゃ 、(帰 っ て)来 れな くな っち ゃ っ た ん だ,
うん 。 で、 そ れ で 、中 国 の方 は 、 だ ん だ んお 金 集 め て き て 、 そ れ で 、 百 万 円 に な った ら、 あ
れ 、切 符 買 っ た の。
=ふ 一 ん。 大 変 だ っ たん だね 。
20D3〆4/22Rイ ン タ ビ ュー よ り抜 粋
在 籍 ク ラス で のRの 様 子 に つ い て 、 担 任 教 諭 は 、以 下 の よ うな エ ピソ ー ドを話 さ れ て
い るD
R君 は 、(授 業 中)み ん なが 目 を 白 黒 させ て しま う く らい 、難 しい 、難 しい 言 い 回 し を して い て 、
言 っ て る こ と が良 くわ か らな くな っ ち ゃ う とい う こ と は あ る ん だ け ど(笑)、 で も 、 だ か ら と い っ
て 、発 言 を しな くな っ ち ゃ う とい う こ と は全 然 な くて 、 真 っ先 に手 を あ げ る こ とが あ る し。
2003/2121HY先 生 イ ン タ ビ ュー よ り抜 粋
Rの 場合、算数の成績がよく、漢字なども得意にしてお り、表面的には、日常生活に関
する会話や学習において問題がないように見える。 しか し、詳細に観察 した場合、「話




・Lは 、特殊音の表記 や、ひ らがな ・カタカナ ・漢字 の どれで書 くの かといった とい った日本語
の基本的 な部分が まだ習得段 階であり、書字力が全般 的に不足 している。
・MNは 、Lよ りも特殊音の表記についての問題 は少ないが、ひらがな ・カタカナ ・漢 字のどれで
書 くの か とい った 日本語 の基本 的な部分 はまだ習得段 階である・ また 、作文 の文章 には繰 り返
しが多 く、「文章体」で的確 に表現 することがで きていない。
・Rは 、書 くこと以外の教科学習に問題が少 ないが、詳細に観 察すると、「話 す」・「書 く」 といっ
た産出過程 が発達段階 であ る。また 、作文 する課題 につい ても、 その課題 につい て話す ことが
多 く、書 くことに積極的ではない。
・Nも 、「話す」・「書 く」 といった産出過程 が発 達段階 である。 しか し、積極的 に 「話 す」・「書 く」
とい う産 出活動 を行 ってお リ、助詞 な どの誤用 が一番多 く観察 されている。
「定住型児童」 に対す る日本語教育
・Eは 、漢字 に関す る質問 が多 いが、学 習に関す る問題は少な く、 自らのカ で解決 してい くこと
がで きている。
・Vは 、書字 に関 する問題 は少ない。観察 力 を活 か した表現豊 かな文章 を書 く。
・MSは 、作文形式 は習得 されており、「文章体」 を使 って作文 を書 くことができている。
また、EとMSの2名 は、3年 生終 了時 で取 り出 し指 導 を終了 して もよい と考 えられて いた、
1国際教室担当教諭 イ ンタビューより。)
こ の7名 に共 通 して 多 く見 られ る特 徴 と して は、 次 の2点 が 挙 げ られ る 。
・作 文 形 式 が 、 習 得 段 階 で あ る。(各 児童 に よ って 段 階 は異 な る 。 た だ し、MSは 、 ほぼ 習 得 して
い る。)
・学 習 して い る こ と を ア ビー ル す る時 以 外 に は 、 次 に 書 くこ とば を声 に 出 して文 字 化 す る様 子 は
観 察 さ れ ない 。(た だ し、Lは 除 く。)
こ こ で言 う、作 文 形 式 とは、 句 読 点 を使用 し、 会 話 には 「 」 を使 い 、書 き出 しは1マ
ス空 け る とい っ た 基 本 的 な ル ー ル を指 して い る・ この 作 文 形 式 は 、3年 生 の 日本 人 児童 も
習 得段 階 で あ る こ とが 観 察 され て い る.し たが っ て 、MSは 、 日本 人 児 童 も含 め た3年 生
児童 の 中 で も、作 文 形 式 が 完 成 され てい る児.童で あ る と考 え られ る 。
また 、 書 くこ とば を声 に 出 して 文 字 化 す る様 子 が 観 察 さ れ た の はLの み だ っ た 。 内 田
(1990)は 、 一 言 語 環 境 の 子 ど もの 場 合 、 書 く と き に伴 う外 言 は 、 発 音 と文 字 の対 応 の呼
び 出 しや定 位 す る役 割 で、 あ くまで も音 声 の文 字 化 を促 進 す る役 割 を果 た して い る と述 べ
て い る 。 この こ と を参 考 にす る と、Lは 、音 声 を文 字 化 す る 方法 を用 い て 文章 を書 い て お
り、 考 え た こ と をそ の ま ま文 章 にす る とい っ た書 字力 が不 足 して い るの で は ない か と考 え
られ る 。
4.「 課 題 ノー ト」 に書 か れ た作 文 の 分析
4.1「 課 題 ノー ト」
「課 題 ノー ト」 は、 週 に1回 、 筆 者 と児 童 の 間 で 交換 され る ノ ー トの こ と を い う.課 題
を貼 っ た ノ ー トを 児 童 に渡 し、 そ の 課 題 につ い て 各 自作 文 を して くる もの で 、2002年11
月 ～2003年3月 ま で(全11回)実 施 した。 この全11回 以 外 に、MSは 、4年 生 に な って
か ら も2回 書 い て きた ・課題 は大 き く分 け る と 、児 童 の身 近 な こ と、創 作 、将来 に関 して 、
説 明文 の4つ に分 類 で き る(資 料1)。 ま た、 観 察 期 間 の 後 期 か らは 、 各 児 童 に訂 正 が 多
い 項 目を注 意 事 項 と して記 した(資 料2〉 ・ そ の 他 に 、 「課 題 ノ ー ト」 を継 続 的 に書 か せ る
た め に 、 各 課題 の 作 文 ご と に、 筆 者 が コ メ ン トを書 き込 み 、 「課 題 ノ ー ト」 の 最 後 の ペ ー
ジ に、 ス タ ンプ を押 して 返 却 した 。 「課 題 ノ ー ト」 に は、 筆 者 と児 童 と の イ ン ター ア ク シ
ョン とい う性 質 が 含 まれ て い る。
4.2分 析
「課 題 ノー ト」 の作 文 は 、 内 田(1990、1999a)の 研 究 を参 考 に し、 「会 話 体 」 か ら 「文
章 体 」 へ の移 行(表2・ 表3〉 と 「児 童 の 作 文 修 正 過 程 」(表4)に 基 づ い て 分 析 を 行 っ
た。










「そ オしか ら ・
接 続 詞 が 反復 され る。
一 して」 のよ うに連用形が多用 されるため一文 が長 くなる。
った」 とい う日常話 体が使 われる。
日で 、 「一 ネ」 と助 詞 の 「ネ」 が 付 加 され る こ とが多 い。
一、 そ れ か ら…」 とか 「で … 、 で …」 とい う よ う に順 接 の
され述部 だけの文が多い。
後置 され る現象が見 られる。
表3「 文章体」の文章の特徴
① 一文に含 まれる意味単位 は少 ない。
② 一 文 の長 さが 短 い。
③ 敬体や常体 の文末表現が一・貫 して使 われてい る。
④ 接続詞の うち順接 の接続詞はあ ま り使われ ない。
⑤ 主語の省略 は少 ない。
⑥ 後置現象が見 られ ない。
(表2・2こ3内 田ll999al『5壱i土'亡 ・理 学 一 こ と はfの5黄f等 と 孝文育 』p,212,213カ ・ら り1用)
表4児 童 の作文修正過程
第1段 階 作文巾あるいは作文が終 わった後 も全 く読み返 さない。
第2段 階
書いた直前 の文字の見返 しをす ることがある。誤字 に気づ いて
修正する場 合 もあ るが、気づかぬ場合が多い。
第3段 階 ことばや句 を自発的 に読み返 し、誤 りを見つ ける と修正す る。
第4段 階
読 み返 しの単位が大 き くな る。次の文 とのつ なが りの確認や命
題 の探索 を している ような読み返 しをする。誤 りの修正 はか な
り確実 に行 えるようになる。
第5段 階
誤 りは文字 のレベ ルに留 まらず、文の修正や新 たな文の書 き加
え も観察 される。
(表4内 田(1990)r子 ど もσ)文章一 書 くこ と考 え る こ と一 』p.114,115を 参考 に作 成)
「会話体」から 「文章体」への移行を分析の観点 とした理由は、一言語環境で成長する
子どもと 「文章体」(「書 きことば」)を 習得する過程が同じであるかということを検証す
るためである。
内田(1990〉 は、一言語環境で成長する子どもの場合、書字力の低い小学校入学前の幼
児期は、「話 しことぱ」の音に対応する文字を探 しながら作文するため 「会話体」が多く、
小学校入学後、「文章体」(「書きことば」〉になると述べている。一言語環境で成長する子





日本語指導 と教科指導が、ほぼ平行 して行われるため、「会話体」である 「話 しことば」
も 「文章体」である 「書 きことば」もほぼ同時に学び始めると考えられる。 もし、「定住
型児童」が一言語環境で成長する子どもと同様の過程 を経て 「書 きことば」 を習得するの









4.3分 析 結 果
観 察 対 象 児 童 の 「課 題 ノー ト」 の 作文 を分析 した結 果 、 「会 話 体」 の文 章 の特 徴①(「 ～
して 、 一 して 」 の よ うに 連 用 形 が 多 用 さ れ る た め 一 文 が 長 くな る・)が 多 く観 察 された ・
類 似 した特 徴 と して 、 「～ た ら、 ～ た ら」 が 多 用 され る ため 一 文 が 長 くな る傾 向 も見 られ
た。 しか し、 そ れ以 外 の 項 目に 関 して は 、 い くつ か観 察 され る 程 度 だ った 。 また 、7名 と
も、文 末 表 現 は 、 敬 体 と常 体 が 混 ざる こ とは ほ と ん ど な く、敬 体 で統 一 され て い た.
「定 住 型 児童 」 の場 合 は、 一 言 語 環 境 で 成 長 す る子 ど も とは異 な り、 「話 しこ とば」 をそ
の ま ま文 字 に して作 文 す る段 階 か ら、 「文 章 体 」 へ の 移 行 す る の で は な い と考 え られ る。
しか し、 文 章 の 内 容 そ の もの は 、 会話 と同様 に書 きな が ら次 を考 え て書 くた め 、先 に例 示
した 、一 文 が 長 くな る とい う特 徴 が現 れ て くるの で は ない か と考 え られ る。
ま た 、 「児 童 の 作 文 修 正 過 程 」 で 各課 題 を分 析 した結 果 、 表5の よ うに な った 。 この 表
は 、課 題 ご と に、 「児 童 の作 文 の 修 正 過 程 」 の段 階 と作 文 の文 章 数 を ま とめ た もので あ る 。
表5「 児童の作文修正過程」に よる 「i瓢亘ノー ト」の作文分析
V MS MN L R E N課 題
No 段階 文章数 段階 文章数 段階 交章数 段階 文章数 段階 文章数 段階 文章数 段階 文章数
① 】 2 】 ～ 2 2 [ 2 2 6 1 4 ユ 8
② 1* 4 3 12 3 5 ～ 4 [ 6 2 15 z 星4
③ ユ ユ9 1 4 3 7 ユ 4 L 1 3宰 ZL z 21
④ 3串 】7 監 9 3 lD 1 3 1 ⊇ 3* B 2 3
⑤ 3 5
一
ユ 22 【 2 z 3 Z し9 2 22
⑥ 3 ～5 4 19 2 10 臨 4 ユ 3 2 16 2 7
⑦ 3* 21 1 7 1 3 2 3 2 5 3 5
③ コ寮 妬 一 z 9 L z ユ 5 3* Z3 3 14
(斡一 一 一 3 7 一 1 2 2 呂 艦 3
⑬ 5 Io 1 5 一 ～ 15 一
⑳ 5 】6 一 一 3 ユ5 1 4
4年 生 5 28 一 一 一 一
終了時 5 175 5 74 2 84 1 24 ユ 31 3宰 し63 3 】0し
来 糞 巾の第1-3段 階の横につい ている*は 、一 度書 き上げた作文に書 き加 えがあったこ とを示 している.
1一 蝉 一 文育研究
各児 童 の段 階 の 変 化 を見 る と、VとNは 、1つ 段 階 が 進 ん で お り、 この2名 に は 「課 題
ノー ト」 の 効 果 が あ った と考 え られ る。 しか し、他 の 児 童 には あ ま り段 階 の変 化 は見 られ
な い。 文 章 数 の 少 な い 児 童 の場 合 は 、作 文 を な るべ く多 く書 か せ 、 読 み 返 しが お こ る よ う
な工 夫 が 必 要 で あ る と考 え られ る。 ま た 、段 階 で はあ ま り変 化 が 見 られ な い児 童 に も、 文
章 に は 、 「定 住 型 児 童 」 に 見 られ る 「会 話 体」 の 特 徴 か ら 「文 章 体 」 へ の移 行 が 観 察 され
て い る。
5.ま とめ と考 察
5.1「 定住型児童」の 「書 く力」
表5の 結果をもとに、「定住型児童」の 「作文修正過程」 を新たに作成 し、各児童の最
終的な段階と、参与観察を通 して観察された各児重の話す特徴を入れたものをまとめると、
表6の ようになる。
表6「 定住型児童(小 学校3年 生)」 の 「書 くカ」・「作 文修正過程」・「話す力」 の特徴
段階 「書 く力」の特徴 作文修正の特徴 「話すカ」の特徴 児童
第1段 階
外 百を伴 わせ ながら文字 を書 く探
壬 が醜察 され るo書 字 に江 なのほ
とんどが配 分されてい る。
作文中あるいは作文 が終わった俵
も全 く証み返 さない、・, L
第2段 階
作 文で表現す ることを避 ける傾向
や.f乍'文 を書い た場 合で も、1】1じ
ことを繰 り返 し書 く傾向があ る。
古いた直前の文 宇の見 込しを`妻る
ことカ`ある印 き才しいに書けて いな
い字を書き直 した り、誤宇 に気づ
いて修正 する場 含もあ るが、気づ
かぬ場合が多い。
窮1・2段 階=話 す内容が施めて目常
的な ことに隈定 されてお り、1話 す力」
に関す る問題 が、 あ まり見 られ ないD
また.生 活経験のイ`足か らくる日'本語
の不足が書字 にも現れて きている。
第2・3段 階1詳 細 に韻察すると、学
習に関する発百や、 日常衰話 におい て
も 「話'ポ」 ことヵ:、まだ発達F気F皆であ
る。「作文の修正過程」も自己モニ ター
能ノ」が まだ発達段 階 である と考'えら
れ、「書 く」・「話す」 といった産出過
程の両方に問題が見 られて くる段階 で
ある.不 特定多数の聞 き手や、抽象的
一般者 としての聞 き予を想、『定 して、話





児重本人 に課題 を書 き分 けて いる
自覚はないが、創作 などの ときに
書 き直しを行 うなど、モニ ター機
能 が働 き始め る,
ことば や句 を 自発的 に読み返 し、
誤 りを見つけると修正 する。 ひら
がなで書いた字 を漢字 で書 き直す
こと もある。 へ'
第4段 階
ノー トの 余白などに漢字 を宵 いて
,巳い出そ うとす る楊目合 があるが.
漢 字には謝 ナが ある。
誤 りの修正が習慣化されて きてお
り、作 文を読 み返 レて語句の書 き
加え をするこ とがあ る。 しか し、
修正は確 実ではない。
日常 会話力 に特 に問.題は見 られ ない。
こグ,匠琵F旨に なる と、学 習に闇 『ぐる 問
題が少 なく、孚習に関 して何 か問題 が
あった場含 も・自 らのノノで解 決して い
くこ とカτで きるため、取 り出 し指導 を




専 ら作文 の内答 に注意が配分 され
るようになり.書 字力力『一応の完





誤 りは文字 の レベル に留 ま らず、
文の修 正 や新 たな文の 書 き加 え






ための参考になると考えられる。 しかし、A小 のように継続 した取 り出 し指導がなされて
いない児童や、それぞれの児童の背景によっては、この段階にあてはまらないこともある
と考えられる。
5.2「 書 く力 」 を育成 す るた め に
「課 題 ノー ト」 を通 して 、 「書 く こ と」 を継 続 して き た児 童 に は 、 「定 住 型 児 童 」 の 特 徴
に見 られ る 「会 話 体」 か ら 「文 章 体」 へ の 移 行 、 自己 モ ニ タ ー意 識 の 育 成 、 内言 の 発 達 、
,'
「定住 型児童1に 対する 日本語 教育
主 題 を絞 っ て作 文 す る 力 な どが 育 成 さ れ て きてい る こ とが 観 察 され た。 しか し、 「課 題 ノ
ー ト」 の実 施 期 問 中
、 「書 く力 」 に つ い て は 、 あ ま り変 化 が 見 られ な か っ た 児 童 も観 察 さ
れ た。
「課 題 ノー ト」 に よ る指 導 を 通 して 「書 く力」 を育 成 す る た め に重 要 で あ る と考 え る こ
とを ま とめ る と、 以 下 の よ うに な る 。
5.2.1「 書 くこ と」 を継 続 させ る ため に
「課 題 ノー ト」 に 「書 くこ と」 を継 続 させ る た め には 、 ど の段 階 の 児 童 に も言 え る こ と
で あ るが 、 学 習 支 援 者 と児 童 との 良好 な 人問 関 係 を作 る こ とが大 前 提 で あ る と考 え る。 良
好 な 人 間 関 係 は 、 お 互 い の イ ン ター ア ク シ ョ ンを活 発 に し、 「書 くこ と」 を継 続 させ る原
動 力 の1つ に な る と考 え られ る・ 今 回 の 試 み で は、 参 与 観 察 で の イ ン ター ア ク シ ョ ンの他
に 、 「課 題 ノ ー ト」 の課 題 に、 各 個 人 名 を記 し、 コ メ ン トに も個 人 名 を入 れ る よ う に した 。
「課 題 ノ ー ト」 を返 却 した 際 、 各 児 童 は、 コ メ ン トを一 番 に読 ん で お り、 筆 者 の 意 図 した
イ ンタ ー ア ク シ ョン はあ る程 度 成功 で あ っ た ので はな い か と考 え られ る。
5.2,2課 題 の選 定
課 題 の 中で 、 一 番 文 章 数 が 多 か っ た の は、 ノー トに貼 って あ る絵 本 の最 初 の部 分(カ ラ
ー コ ピー)を 各 自で 読 み 、 そ の 話 の 続 きを創 作 す る とい う もの で あ った 。
絵 本 の続 き を書 くとい う創 作 の 課 題 は 、話 を完 結 させ る ため に文 章 を多 く書 くこ とに な
る よ うで あ る。 また 、 他 の 課 題 で は、 作 文 の修 正 が 観 察 さ れ な か ったNも この 課 題 だ け
は 、結 末 部 分 を書 き直 して お り、 創作 は 、読 み返 し を促 し、 認 知 的 な活 動 に結 び つ くので
は な い か と考 え られ る。 しか し、書 く意 欲が あ って も書 け ない 児 童 や 、書 く意 欲 が な い児
童 に とっ て は 、話 の 続 き を創 作 す る こ とに時 問が か か り、 ひ と りで 書 くこ と まで結 びつ け
る こ とは 困難 で あ る と考 え られ る・
文章 数 が二 番 目 と四 番 目 に多 か った 学 校行 事 と冬 休 み につ い ての 課 題 は、 同 語 の時 間 な
どで も書 く機 会 が 多 い ため か 、 文 章 数 に差 は あ っ た もの の 、 各 児 童 と も書 い て きて い た 。
しか し、 「書 く力」 が あ り、創 作 を好 む児 童 に とっ て は 、 物足 りな い課 題 の よ うで あ った 。
文章 数 が三 番 目に多 か った の は、 各 児 童が 、母 国 に住 んで い た と きの こ とや 、 国籍 を持
っ て い る 国へ 行 っ た と きの こ と につ い て の課 題 だ っ た。 そ れ ぞ れの 国の 話 は、授 業 中 に も
よ く話 題 に な って お り、MSを 除 い た6名 の 児 童 に と って は、 書 きやす い課 題 で あ っ た と
考 え られ る。 この 課 題 は、 学 習 支 援 者 との イ ンフ ォ メー シ ョ ンギ ャ ッ プが 大 き く、 「い ろ
い ろ と教 え て くだ さい 」 とい う形 に した た め 、伝 え たい こ とが 多い 児童 に と って は 、次 か
ら次 へ と書 くこ とが 浮 か んで き たの で は な い か と考 え ら れ る。
しか し、MSの 場 合 は、 母 国 の話 か ら、来 日当 初 、 い じめ られ た こ とに作 文 の話 題 が 転
換 して お り、作 文 とい う よ り、MSの 心 情 を 吐 露 す る 手 紙 の よ う な文 章 で 書 か れ て い た 。
課 題 を選 定 す る場 合 、 児 童 の 背 景 な ど も考慮 に入 れ、 心 の ケ ア な ど も考 えて い く必 要 が あ
る と感 じた 。
以上 の よ うに 、 各課 題 に対 す る反 応 は、児 童 に よ っ て様 々で あ っ た。 課題 を検 証 す る場
合 、児 童へ の イ ン タビ ュ ー を行 う な ど して 、 「書 か な い」 の か 、 「書 け ない」 の か とい うこ
と を確 認 す る こ と も重 要 で あ る と考 え られ る 。
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5.2.3注 意 事項 と評 価
「課 題 ノー ト」 実 施 の 後 期 には 、 課 題 の 横 に注 意 事 項 を書 き、 蛍 光 ペ ンで 目立 っ よ うに
マ ー カ ー し、 児童 へ の 気 付 き と作 文 形 式 の 意 識 化 を促 した。 そ の結 果 、7名 中5名 は、 こ
の 注意 事 項 を意 識 して 、書 き出 しは一 文 字 下 げ に変 化 して い る。 また 、 さ ら に5名 中3名
は 、 「課 題 ノ ー ト」 実 施 期 間 中 に 、 一 文 が 長 くな る 「会 話 体 」 か ら、 一文 が 短 くな る 「文
章 体」 へ と移 行 して お り、 注 意 事項 の 効 果 が あ っ たの で は ない か と考 え られ る 。
ま た 、 「書 くこ と」 に対 して 児 童 の モ チ ベ ー シ ョ ンを高 め る た め に、 そ れ ぞ れ の 作 文 量
に応 じて ス タ ンプ を押 して ノー トを返 却 した と こ ろ、7名 中3名 に 「ス タ ン プ を た くさ ん
押 して 欲 しい」 とい う発 言 が 観 察 され た 。 しか し、 そ の 反 面 、 他 の 児 童 と比 較 を して 、
「なぜ 、 自分 の ス タ ンプ は 少 な い の か」 とい う こ と に意 識 が 集 中 す る とい った 、 マ イナ ス
の効 果 も観 察 され た 。 この よ うに 各 児童 の評 価 につ なが る こ と は、 事 前 に児篁 に十 分 説 明
す る と と も に、 各 児 童 へ の 、 フ ィー ドバ ック に もつ なげ られ る よ うな 評 価 方法 を検 討 して
い く必 要 が あ る と考 え られ る 。
5.2.4対 話 に よ る指 導
表6の 第1・2段 階 の 児 童 の場 合 、書 字 力 が 不 足 して お り、 課 題 を ひ と りで書 くの は 、
困難 な状 況 で あ った ・ そ の 場 合 、対 話 に よ る指 導 が 効 果 的 で あ る と考 え られ る。
対 話 に よる 指導 で は 、学 習支 援 者 が 、児 童 が ひ と りで 思 考 を進 め て い け る よ う な対 話 に
導 くこ と、 そ して 、 そ の対 話 で 引 き出 した 「話 しこ とば」 を 「沓 き こ とば」 にす る ため の
橋 渡 しの 役 割 も担 う必 要 が あ る 。
LやRは 、対 話 を通 して 書 か せ た 場 合 、 対 話 を きっ か け に作 文 の 内 容 に つ い て考 え、 作
文 す る様 子 が 観 察 され た 。
しか し、 表6の 段 階 が 高 い 児 童 は 、 作 文 中 に話 しか け る と1黙 っ て て」 等 の 発 言 が 観 察
され た 。 こ の よ うな場 合 、対 話 が却 っ て作 文 の 邪 魔 にな る こ と も考 え られ る。 対 話 に よ る
指 導 は、 表6の 段 階 が 低 い 児 童 や創 作 な どで話 が 作 れ ない場 合 に、 有効 で あ る と考 え る。
5,2,5「 課 題 ノ ー ト」 の 限 界
「課 題 ノー ト」 の 提 出状 況 に個 人差 は あ る が 、 どの 児 童 に も 「課 題 ノー ト」 を書 く意 欲
が 観 察 され た。 「書 く力 」 を育 成 す る た め に は 、 書 く意 欲 が あ る低 学 年 か ら中学 年 の 時期
に 、「書 く力 」 を養 うこ とが重 要 で あ る と考 え られ る。 しか し、 週 に1回 、 自宅 で書 い て
くる こ とに した 「課題 ノ ー ト」 で は 、継 続 して書 か せ る こ とが 困 難 な場 合 もあ っ た。 自宅
で 、 書 く時 問 を確 保 す る こ とが 難 しい 場 合 や 、 対 話 に よ る指 導 が 必 要 な場 合 な どで あ る。
そ の 中 で も、対 話 に よる指 導 は 、休 み時 間 を利 用 した た め 、 時 間 や対 応 で きる 人数 が 限 ら
れ て お り、 全 員 に書 か せ る こ とが 難 しい 状 況 で あ っ た。 「書 くこ と」 を継 続 させ る た め に
は、 授 業 中 な ど、学 習 支援 者 が 見 て い る と こ ろで 短 い 時 間 を とる こ とが で きれ ば、 効 果 的
な指 導 が で きる の で は な い か と考 え られ る。
また 、 「課 題 ノ ー ト」 は 、学 習 支 援 者 と児 童 間 の や り取 りが 中 心 とな る た め 、児 童 間 で
の 意 見 交換 や 、他 の児 童 の作 文 の良 い とこ ろ を学 ぶ とい う機 会 を持 つ こ とが で き ない とい
う点 を、 「課 題 ノー ト」 の 性 質 上 の 限 界 と して 、認 識 して お く必 要 が あ る と考 え る。
「定住型児童」 に対す る目本 語教育
5,3総 合的な示唆
5,3,1日 本語教育の必要な 「定住型児童j
A小 でのフィール ドワークの結果、日本生まれだから、日本の小学佼敦育 を1年 生から
受けているからという理由で、「定住型児童」には、日本語教育が必要ない とはいえない






5.3.2「 書 く力」 か ら 「学 習 言 語 」 を育 成 す る
3年 生 の 「定 住 型 児 童 」 の場 合 、 書字 力 が不 足 して い る と、字 を書 くこ とに意 識 が い き、
学 習 内 容 に 集 中 で き ない 様 子 が 観 察 さ れ た 。 また 、Rの よ うに 、3年 生 時 点 で は 、 一 見 、
学習 に関す る 問題 は ない よ うに 見 え る児 童 も、抽 象 的 な思 考 が 必 要 と され る高 学 年 にな っ
た と き、 書 字 力 の 不 足 が 学習 に影 響 を及 ぼ す の で は ない か と懸 念 され る状 況 で あ った 。
こ れ らの こ とか ら考 え て 、3年 生 以 前 の低 学 年 の 間 に 、 「書 く力 」 を育 成 す る こ とが 、
学 力 や認 知 力 を伸 ば して い くた め の 基 礎 と して重 要 な意 味 を持 つ と考 え られ る・
「定 住 型 児 童」 の 「学 習 言 語 」 の 育 成 を 考 え る た め に は 、 小 学 校 低 学 年 の 時期 に どの よ
うな 日本 語 教 育 を行 う こ とが で きる の か 、 また 、 どの よ う に して 「書 く力 」 を育 成 す る の
か とい うこ とが 極 め て 重 要 に な っ て くる と考 え られ る。低 学 年 の 問 は 、書 字 に と らわ れず 、
学 力 や認 知 能 力 を伸 長 させ て い くこ とが で きる よ う な カ リキ ュ ラ ム を準 備 し、 そ して 同 時
に、 「書 く力」 を育 成 す るた め に、 継 続 して取 組 む こ との で き る別 の カ リ キ ュ ラ ム を準 備
す る必 要 が あ る。
「課 題 ノ ー ト」 の試 み に よっ て、 ゆ る や かで はあ る が 、 「書 く力 」 が 育 成 され る こ とが 明
らか にな った 。 「課題 ノー ト」 は 、 「学 習 言 語 」 の 育 成 と平 行 して行 うこ とが で き、 「書 く
力 」 の育 成 や 強 化 につ なが る と考 え られ る 。 また、 児 童 そ れ ぞ れ の 学 習 段 階 に応 じた 「書
く力 」 の育 成 が 可 能 で あ る と考 え られ る 。
「書 く力 」 の不 足 は、学 習 内容 に 集 中 で き ない原 因 の1つ に な っ て い る。 「書 く力」 を育
成す る こ とに よっ て、 学 習 内 容 に 集 中 し、 「学 習 言 語」 の 育 成 も可 能 に な る と考 え る。
「定 住 型 児 童」 に対 す る 日本 語 教 育 を考 え る場 合 、 「学 習 言 語 」 を育 成 す る た め に は 、 ま
ず 、 「書 く力」 を育成 す る こ とが 重 要 で あ る と言 え よ う。
5.4今 後の課題
本稿は、3年 生の 「定住型児童」7名 の 「書 く力」の育成を試みたケーススタディであ
る。
A小 での参与観察を通 して、他の学年には、学習に関する問題を抱えた児童が、より多
く観察 されている。今後、ケースを増や し、より多 くの 「定住型児童」に対応できるよう
な基準を作成 していきたい。 また、低学年から 「書 く力」の育成を試みた場合、どのよう
な効果が期待できるのか、高学年児童の 「書 く力」を育成するためにどのような方法が有
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効 な の か とい う こ と につ い て も検 証 し、 「書 く力 」 の 育 成 を通 して 、 「学 習 言 語 」 の 育 成 す
るた め の研 究 を進 め て い きたい 。
資料1「 課題 ノー ト」 の課題
年 月/日 課題No 課 題
2002 11125 ① 日曜 日 にあ っ た こ とを か き ま し ょうG
12/2 ② ○○ さんの家族 をしょうかい して ください。
12/9 ③
OOさ ん は、ふれあい広場 で何 を しま したか。友達の ようすはど うで し
たか。い ろいろ と教 えて くだ さい。
12/16 ④
OOさ んの一番す きなテ レビ番組 は何ですか。それは、 どんな番組です
か。 どうしてす きです か。教 えて くだ さい。
2003
1!17 ⑤
00さ ん は、 冬 休 み 何 を しま したか 、 』一'番楽 しか った こ とは 何 です か 。
教 えて くだ さい 。
1!2D ⑥
○ ○ さ んが(国 名 ・各 自)に 行 っ た と きの こ とを教 え て くだ さ い 。 いつ
い き ま した か 。 一番 楽 しか っ た こ と は何 で す か。 び っ く り した こ とは ど
ん な こ とで す か 。 い ろ い ろ と教 え て くだ さい ・
1127 ⑦
1/26(日)に 何 を し ま した か。 日曜 日に あ っ た こ と を書 い て くだ さい 。
(土 曜 日の こ とで もい い で す。)
2β ⑧
左 に あ る ヒ ン トを読 んで 、 「くま さ ん の い す 』 の お 話 しの 続 き を作 ワ て
くだ さい 。 お も しろ い お 話 、楽 しみ に して い ます 。
ツ10 ⑨
OOさ ん は、 大 き くな っ た ら何 に な りた いで す か。 そ れ は 、 ど う してで
す か 。 教 えて くだ さい ・ 大 人 に な っ た ときの 生 活 は 、 ど うな っ て い る と
思 い ます か 。 十 年前 の こ とを ヒン トに考 え て み ま しょ う。
【十 年 前 は、 学 校 や 会 杜 で パ ソコ ンは 、 あ ま り使 われ て い ませ ん で した 。
け い た い電 話 を持 って い る人 も、 ほ とん どい ませ ん で した 。 で も、今 は
学 校 で も会 杜 で もパ ソ コ ンが使 わ れ て い ます ・ また 、 多 くの 人 が け い た
い電 話 を持 っ て い て 、 とて も便 利 に な りま した。1
2!17 ⑩
か んたんな(国 名 ・各 自)料 理 の作 り方 を教 えて くだ さい。それは、 ど
んな料理です か。 どんな材料 を使 い ますか。 【料理の材料 や作 り方 は、
お母さんに聞いてみ ましょう。1
3110 ⑪
○○ さんの家か ら学校 までの ことを教えて くだ さい。 どんなお店があ り
ます か。 どんな木があ りますか。 どんな花 が さいてい ますか。 どんな動
物が いますか。い ろいろ と教えて くだ さい。
「定住型児竜」に対 する 日本語教育
資料2注 、鞍事項
年 月/日 課題No 注意事項
2DO3
且/17 ⑤
まる(。)と 、,屯(、)を わ す れ な い よう に しま しょ う。
文 を書 き終 わ った ら、 も う一 度 読 み直 してみ ま し ょう。
① ま る(∂ と、 点 〔、)を わ す れ な い よ う に しま し ょう。
1120 ⑥ ② 人 が 話 して い る こ とは 、 か ぎか っ こ 〔「 」)に い れ ま し ょう。
文 を書 き終 わ っ た ら、 も う一 凌 読 み直 して み ま しょ う。
① ま る(。)と 、 点(、)を わ す れ な い よ うに しま し ょ う。
1/27 ⑦
② 人 が 話 して い る こ と は、 か ぎか っ こ(「 」)に い れ ま し ょ う。
③ 文 を書 きは じめ る と きは 、 一 マ ス あ け ま し ょう。
文 を書 き終 わ った ら、 も う一 度 読 み直 して み ま しょ う。
① ま る(。)と 、 点(、)を わ す れ な い よ う に しま し ょ う。
② 人 が 話 して い る こ と は、 か ぎか っ こ(「 」1に い れ ま し ょ う。
213 ⑧ ③ 文 を書 き は じめ る と き は、 一 マ ス あ け ま し ょう.
④ 小 さい 「や ・ゆ・よゴ、小 さい 「っ」 を わ すれ な い よ うに しま し ょう。
文 を書 き終 わ った ら、 も う一 度 読 み直 して み ま しょ う。
① ま る(。)と 、 点(、)を わ す れ な い よ うに しま し ょ うQ
② 人 が 話 して い る こ と は、 か ぎか っ こ(「 」1に い れ ま し ょ う。
2!10 ⑨
③ 会 話 文(か ぎか っ こ 「 」 の 文)を 書 く と きは 、行 をか え ま し ょう。
④ 文 を書 き は じめ る と き は、 一 マ ス あ け ま し ょう 。
⑤ 小 さい 「や ・ゆ・よ」、小 さい 「っ」 を わす れ な い よ うに しま し ょう。
文 を書 き終 わ っ た ら、 も う一 度 読 み直 して み ま し ょ う。
① ま る(。)と 、 点(、)を わ す れ な い よ うに しま し ょ う。
② 文 を書 き は じめ る と き は、 一 マ ス あ け ま し ょう 。
2ノ且7 ⑩ ③ 小 さい 「や ・ゆ ・よ」、小 さい 「っ」 を わ す れ な い よ うに しま し ょう。
④ 料理の材料や作 り方 をわか りやす く書 きましょう。
文 を書 き終 わ っ た ら、 も う一 度 読 み 直 して み ま し ょう 。
① ま る(。)と 、点(、)を わ す れ な い よ うに しま し ょ う。
3ノ且0 ⑪
7
② 文 を書 き は じめ る と き は、 一 マ ス あ け ま し ょう 、
③ 小 さい 「や ・ゆ ・よ」、 小 さい 「っ」 を わ す れ な い よ う に しま し ょう。
文 を書 き終 わ っ た ら、 も う一 度 読 み 直 して み ま し ょ う。
∫1罫1目肖田 大f弄 日本 占費享文でf石IF究
注
11)1990年 ・6月に 「出入国管理 および難民 認定法」の改 正、が施行 された ことなどに よりH系 人を含
む外 国人の滞 日が増 加 し、 これ らの外国 人に同11トされる子 どもが増加 した。 これ を契機 に1991
年度 から、「日本語指導 が必 要な外田人児垂 生徒の受け入れ状況等 に閃す る調査1が 行われるよ
うになった(文 部秤学省2003)。
(2)齋 藤(2(沿1)は 、「学習 言語」 とい う言話能力は、学校 とい う社会的文化的文脈 に埋め 込まれ た
もの として詔 られて こそ意味があ ると述べている・学 校 とい う文脈 に埋め込 まれた言語 能力 とは、
教科等の学習場面 で文法や語彙の知識が運用 されて櫨能することであ ると し、実際 に学 習活動 に
参加 し、そこで使われている ことば を理 解 ・運用す るという経験 を重 ねることによって、「学習
'言語」能力は高 まる としている。
(3)平 成M年 度の文 部科学省の 「日本語指導が必 要な外 国人児了ll.生徒の受け入れ状況等 に閃する調
査」 では、公立の小 ・中 ・高等学校、中等教育学校及 び盲 ・聾 ・養証学校 に在籍す る 「日本語指
き專が・必'要一な夕"ξ1人う巳}敦生 徒」数1よ、18,734人 となってい る 〔文部秤学 省20031。 しカ・L、この
副査では、「日本話指導が必要な外国人児童生徒」の 「目本 語能力」 の基準が 明確 にされていな
いこ とや,「 目本語指導が・必要な」 と言 うときの 「日本語指導」が 、具体的 に示 されていないこ
と、 「1木国籍 を取得 した 「外 図につなが る児童生徒」や 「帰国児童生徒」 などは、調査対象外 と
されてお り、報告 されてい る人数は、実際 よ りも少 ないと考え られる(川 上2003)。
(4)内 容弔:視の アブロー チとは、取 り扱われてい る内容(賞 語以外の学習)を 、第二言語 を媒介 とし
て理解 し.学 習 するという言語の敦育方法論 であ る(岡 崎19911。
(5)学 習の理解 は、産出を媒介 に して進む。産 出す ることによって、初めて言・語 の形 に意識的 に注 目
した り、 自分 のこ とばの質的向Lに 注意 を向 けた りす ることが可能 となる(同 崎 ・岡崎2DO1〕 。
(6)内 容重視の 日木語教育の利,㌧}龍して、齋藤(1999〉 は、① 教科 内容 を導入す る ことに よ り日木
語の学習が尖 質的,な味 を持 ち,モ チベー ションが高 まること ② 教 秤の授業 が 自然.な文脈 にお
け るコ ミュニケー シ ョンの場 になること ③ 認知杜会的発達段階に応 じた内容 の学習 を通 して、
認知的、学 力面 を支 える口本語が養・成で きる、 とい う3,占を挙げてい るっ
(7)現 在、文部得学省では、日本語指導 と教 科指導 を統合 し、学習活動 に参加するための力 の育成 を
め ざしたJSL〔Japaneseasasecondlanguage)カ リキュラムの開発 が進め られ ている(文 自「科
字省2002)。 この カリキュラムは、初期指導 を終えた後、 目本語指導 と平行 して(日 本語 の習
得 を通 して)、 学校での学習活動 に参加するためのカ(「学ぶ力」)の 育成 を目指 した ものである。
(81取 り出 し指導 とは、在籍クラスσ)国語や祉会の時問に取 り出 し、他の教室で指導 を行 うこ とであ
る。
(9)臨 ソA期とは、 面『語の習得が容易 になされる時期のこ とを言 う。 その年齢 は研究者に よっていろい
ろ な説があるが、大 まかには7歳 から13歳 であ るといわれ る(迫 田2(}02)。
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